
１．製品および会社情報
製品名 ： CELA®(セラ)水・®Clean Water CELA（非電解弱酸性次亜塩素酸水）

会社名 ：
　住所 ：
　電話 ：

２．物質の特定
単一製品・混合物の区別 ： 混合物
化学名 ： 次亜塩素酸水
有効塩素濃度 ：
水素イオン指数 ：

生成時の基準値
生成時の基準値  pH6.5±0.05

50ppm～55ppm（0.005%～0.0055%)(50mg～55mg/L)

化学特性（化学式） ：
主成分 ： 水道水(遊離残留塩素、カルキ、トリハロメタン等の有機化合物質除去水)

次亜塩素酸ナトリウム（NaClO）：原液濃度6％
希塩酸（HCI）：原液濃度6％

３．危険有害性の分類
分類の名称 ： 類基準に該当しない
危険性 ： なし
有害性 ： なし

４．応急処置
吸入した場合 ： 無反応、応急手当不要
皮膚に付着した場合 ： 無刺激、応急手当不要
目に入った場合 ： 無刺激、応急手当不要
飲み込んだ場合 ： 毒性は極めて弱いため、少量であれば応急手当不要

５．火災時の措置
消化方法 ： 本品は燃えない

周辺火災の場合は、速やかに容器を安全な場所へ移す。
移動不可能な場合は、容器及び周囲に散水して冷却する。

危険性 ： なし

６．漏出時の措置
人体に対する注意事項 ： こぼれた場所は滑りやすいので注意する
環境に対する注意事項 ： 無害、無毒であるため、特別な措置は必要なし

安全データシート（SDS）
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７．取り扱い及び保管
取り扱い ： １．飲料水ではないため、飲用しないこと

２．眼や粘膜の洗浄には使用しないこと
３．有機物との接触により有効成分が分解されてしまうため、
　　有機物の混入を避けること

保管 ： 容器は直射日光を避け、冷暗所に保管する。
水道水と同様に凍結する為屋外に置かない事。

８．曝露防止及び保護措置
管理濃度 ： 設定されていない
許容濃度 ： 設定されていない
設備対策 ： 不要

保護具
　呼吸器系保護具 ： 不要
　手の保護具 ： 不要
　眼の保護 ： 不要
　皮膚及び身体の保護具 ： 不要

９．物理的及び化学的性質
外観 ： 無色透明の液体
臭い ： わずかな塩素臭
pH（水素イオン指数） ： pH6.5±0.05（生成時の基準値）
比重 ： データなし
氷点 ： -1℃
沸点 ： 100℃
溶解性 ： 完全水溶
引火点 ： なし
発火点 ： なし
有効塩素 ： 50mg～55mg / ℓ（生成時の基準値）

１０．安定性及び反応性
安定性・反応性 ： １．常温保存中にも微量が分解され、ｐＨがアルカリ性に移行し、

　　有効塩素濃度が低下する
２．日光、特に紫外線の照射により急速に分解が促進される
３．有機物との接触により急速に分解が促進される

可燃性 ： なし
発火性 ： なし
避けるべき材料 ： なし（金属類の錆びの発生及び染色布の色落ちは水道水程度）
危険有害な分解生成物 ： なし
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１１．有害性情報
急性毒性 ： 経口（ラット）毒性無し

吸入：ミスト（ラット）毒性無し
皮膚腐食性／刺激性 ： 無刺激性
眼に対する危篤な損傷 ： 無刺激物

／刺激性

１２．環境影響情報
分解性 ： 有機物との接触により急速に分解される
蓄積性 ： データなし

１３．廃棄上の注意
残余廃棄物 ： 危険・有害物ではないので、そのまま下水に流して構わない
包装容器 ： 空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去した後に処分する

１４．輸送上の注意
陸上輸送 ： 危険物としての分類なし
輸送の特定の安全対策 ： １．栓を上にして積載する

及び条件 ２．運搬に際しては容器の漏れがないことを確かめ、転倒、落下、
　　損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う

１４．輸送上の注意
適用法令
　労働安全衛生法 ： 該当しない
　化学物質管理促進法 ： 該当しない
　（ＰＲＴＲ法）
　消防法 ： 該当しない
　海洋汚染防止法 ： 該当しない
　毒物及び劇物取締法 ： 該当しない
　食品衛生法 ： 該当しない
　薬機法（旧 薬事法） ： 該当しない
　消費生活用製品安全法 ： 該当しない
　家庭用品品質表示法 ： 該当しない

１６．その他の情報
記載内容の取扱い
　このSDSは、CELA機製造元のミツヤテック株式会社の情報を元に掲載していますので、安全保証書で
　はありません。記載の塩素濃度、pHに関しては製造時の基準であり保証値ではありません。
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　記載内容は上記日付時点で弊社が把握している情報に基づき作成したものであり、全ての資料や文献を
調査したものではないため情報に漏れがあるかもしれません。

　また、新しい知見の発表や従来の説の訂正により内容に変更が生じることがあります。重要な決定等に
ご利用される場合は、試験によって確かめることをお薦めします。

　また、注意事項は通常の取扱いを対象としたもので、特殊な取扱いの場合には、使用者の責任において
用途・用法に適した安全対策を実施のうえご利用ください。


